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改善するべき点

担当教官のコメント

本実験は卒業研究直前の学生さんを対象としていることもあり、卒業研究前のトレーニングの意味合いも兼ねて分子生

物学的手法を用いた実験を行う際の基本的な考え方・操作法を理解してもらうことを主眼に置いています。回答数が1例の

みで判断が難しいですが、レポートに寄せられた感想もあわせてみる限りでは受講された学生さんからおおむねポジティ

ブな評価をいただけたと思います。受講生の皆さんは卒業研究を始められて数ヶ月が経ちましたが、この実験で学んだこ

とが実際に役に立っていればこれほど嬉しいことはありません。最後になりましたが、このようなアンケートに積極的に

回答いただくことを重ねて希望します。お褒めの言葉をいただければ励みになりますし、こちらで気付かなかった改善点

を指摘していただければ実験内容の充実に大いに参考になります。
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